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一
、
問
題
の
所
在
　
　
オ
ビ
シ
ャ（１）研
究
に
お
い
て
は
、
民
俗
学
や
歴
史
学
な
ど
の
分
野
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、そ
の
数
は
非
常
に
少
な
い
現
状
で
あ
る
。二
木
謙
一
は
、『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
（
一
九
八
五
）
の
中
で
、
中
世
に
お
け
る
歩
射
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
室
町
幕
府
と
の
関
連
に
留
ま
り
地
方
の
オ
ビ
シ
ャ
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
桜
井
徳
太
郎
は
『
日
本
民
間
信
仰
論　
増
補
版
』
弘
文
堂
（
一
九
七
〇
）
に
て
、
利
根
川
下
流
域
の
オ
ビ
シ
ャ
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
現
行
の
神
事
の
検
討
に
留
ま
っ
て
お
り
、
史
料
の
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。
水
谷
類
は
『
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
世
界　
関
東
の
村
の
祭
り
と
記
録
』
岩
田
書
院
（
二
〇
一
八
）
に
お
い
て
オ
ニ
ッ
キ
（
お
日
記
）に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
中
で
、『
鎌
倉
遺
文
』に
お
け
る
オ
ビ
シ
ャ
史
料
の
指
摘
に
留
ま
り
、
史
料
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
オ
ビ
シ
ャ
研
究
に
お
い
て
『
鎌
倉
遺
文
』
な
ど
の
史
料
を
用
い
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
オ
ビ
シ
ャ
の
歴
史（２）に
つ
い
て
も
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
浮
上
す
る
。
　
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
オ
ビ
シ
ャ
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
『
鎌
倉
遺
文
』
と
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
筑
前
宗
像
社
「
応
安
神
事
次
第
」の
紹
介
と
検
討
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
オ
ビ
シ
ャ
に
つ
い
て
、少
し
で
も
解
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
　
ま
た
、
文
献
の
な
か
で
は
、
歩
射
と
奉
射
を
混
同
さ
れ
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
歩
射
は
「
ほ
し
ゃ
」
で
あ
り
、
奉
射
は
「
ぶ
し
ゃ
」
と
読
ま
れ
る
。
な
お
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
は
、
歩
射
は
「
カ
チ
ユ
ミ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
文
書
に
は
奉
射
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
歩
射
と
書
き
「
ぶ
し
ゃ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
奉
射
は
、
神
事
の
た
め
に
大
的
を
射
る
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
（
斉
藤
二
〇
一
二
：
一
三
二
）。
従
来
、
弓
神
事
は
狩
猟
儀
礼
に
根
ざ
す
、ま
た
は
神
意
を
卜
占
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（
萩
原
二
〇
〇
〇
：
七
六
六
ー
七
六
七
）。
オ
ビ
シ
ャ
は
歩
射
か
ら
の
転
訛
で
あ
り
、
年
占
い
を
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
、
歩
射
と
奉
射
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
歩
射
・
奉
射
の
こ
と
を
統
一
し
て
オ
ビ
シ
ャ
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
史
料
で
は
オ
ビ
シ
ャ
と
い
う
単
語
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
オ
ビ
シ
ャ
と
は
、
現
在
の
歩
射
神
事
の
名
称
で
あ
り
、
史
料
に
は
歩
射
・
奉
射
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ビ
シ
ャ
と
い
う
用
語
は
、
オ
ビ
シ
ャ
の
歴
史
を
ふ
ま
え
た
研
究
上
で
の
呼
び
名
で
あ
る
。
 
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
オ
ビ
シ
ャ
　
―
『
鎌
倉
遺
文
』
を
中
心
に
―
生
活
機
構
学
専
攻　
一
年　
池　
田　
舞　
衣　
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二
、
史
料
の
紹
介
　
こ
こ
で
は
、『
鎌
倉
遺
文
』
か
ら
、（
史
料
一
）
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
八
六
三
〇
號
、（
史
料
二
）
若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
一
九
〇
一
四
號
、（
史
料
三
）
筑
後
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
一
九
二
三
八
號
と
、『
神
道
体
系　
神
社
編
四
十
九　
宗
像
』（
一
九
七
九
）（
以
下
、『
神
道
体
系
本
』
と
記
す
）
か
ら
、（
史
料
四
）「
応
安
神
事
次
第
」
の
紹
介
を
行
い
、
三
で
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
を
行
う
。
〔
史
料
一
〕
　

日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
日
向
奈
古
神
社
司
長
田
家
文
書　
八
六
三
〇
『
鎌
倉
遺
文
古
文
書
編
第
十
二
巻
』（
竹
内
編
一
九
七
七
：
六
五
―
六
六
）
　
日
向
國
宮
崎
庄
内
南
方
奈
古
名
大
宮
司
軄
事
　
海
淸
景
行
　
一
所
御
供
田
壹
町　
　
一
〃
放
生
會
田
壹
町　
一
〃
修
理
田
壹
町　
①
一
〃
ふ
し
ゃ
田
三
反　
一
〃
大
隅
田
二
反　
　
一
〃
彌
勒
田
壹
町
　
一
〃
油
田
三
反　
　
　
一
〃
き
つ
平
田
二
反　
一
〃
か
ミ
す
き
田
壹
町
　
一
〃
馬
場
の
下
卅　
　
一
〃
や
ふ
の
下
卅　
　
一
〃
ゑ
ほ
し
方
七
反
　
一
〃
う
し
ろ
田
三
反　
一
〃
御
座
筵
貳
反
半　
一
〃
て
う
相
田
五
反
　
一
〃
若
菜
田
五
反　
　
一
〃
二
月
田
五
反　
　
一
〃
三
月
三
日
田
五
反
　
一
〃
五
月
田
五
反　
　
一
〃
御
祓
田
五
反　
　
一
〃
九
月
田
三
反
　
　
上
十
八
社
小
祭
田
之
事
　
一
〃
権
現
田
貳
反　
　
一
〃
五
聞
田
貳
反　
　
　
　
一
〃
年
森
田
貳
反
卅
　
一
〃
太
郎
御
子
田
貳
段
卅　
一
〃
山
皇
田
貳
反　
　
一
〃
寄
嶋
田
貳
反
卅
　
一
現
王
田
三
反　
　
　
一
〃
い
な
り
田
三
反　
　
　
一
〃
大
王
田
貳
反
　
一
〃
磐
戸
田
五
町　
　
一
〃
天
神
田
九
反
卅　
　
　
一
〃
船
塚
田
貳
町
　
一
〃
新
宮
田
貳
反　
　
一
〃
祇
園
田
七
反
卅　
　
　
一
〃
住
吉
田
壹
町
三
反
　
一
〃
年
森
田
貳
反
半　
一
〃
す
ゝ
め
の
宮
田
貳
反　
一
〃
ゑ
ひ
ら
権
現
田
貳
　
　
反
卅
　
右
、
件
之
田
地
、
於
大
宮
司
可
仕
配
之
狀
如
件
、
宇
佐
奉
行
所
紀
康
則
据
判
　
弘
長
元
年
辛
酉
貮
月　
日
〔
史
料
二
〕
　

若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
一
九
〇
一
四
若
狹
大
音
家
文
書
『
鎌
倉
遺
文　
古
文
書
編
第
二
十
五
巻
』（
竹
内
編
一
九
八
三
：
一
八
一
―
一
九
二
頁
）
　
若
狹
國
倉
見
御
庄
　
注
進　
永
仁
三
年
實
撿
田
目
錄
事
　
（
中
略
）
　
十
禪
師
五
反
百
廿
歩
　
　
御
祭
田
四
反　
　
　
元
三
日
田
一
反
百
廿
歩
　
大
明
神
三
反
　
　
御
祭
田
四
反　
　
　
元
三
日
田
一
反
②
三
社
歩
射
田
一
反
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同
社
相
撲
田
一
反
七
十
歩
　
若
宮
三
反
　
　
御
祭
田
一
反　
　
　
五
節
供
田
二
反
　
（
中
略
）
　
加
野
新
田
參
拾
柒
町
捌
段
佰
陸
拾
歩
弘
安
六
年
目
錄
定
　
除
田
　
寺
田
二
段
　
　
福
滿
寺　
修
理
幷
行
料
　
神
田
一
反
二
百
五
十
二
歩
③
若
王
寺
二
百
五
十
二
歩　
歩
謝
田
④
与
永
明
神
一
反　
歩
謝
田
　
人
給
七
丁
七
反
二
百
八
十
歩
〔
史
料
三
〕
　

筑
後
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
筑
後
隈
家
文
書　
一
九
二
三
八
『
鎌
倉
遺
文　
古
文
書
編
第
二
十
五
巻
』（
竹
内
編
一
九
八
三
：
三
〇
八
―
三
二
〇
頁
）
　
筑
後
國
三
妻
郡
　
鎭
守
玉
垂
宮
幷
大
善
寺
御
神
事
記
文
事
　
一　
一
宮
八
幡
大
菩
薩
、
二
宮
住
吉
大
明
神
、
三
宮
高
良
玉
垂
大
明
神
、
　
一　
御
社
前
公
役
拝
殿
公
役
廻
廊
四
拾
二
間
左
右
脇
門
村
〃
役　
二
階
樓
門
四
郎
丸
役
　
一　
御
殿
庄
嚴
事
　
（
中
略
）
　
一　
小
社
　
（
中
略
）
　
一　
御
神
寶
修
理
事
　
（
中
略
）
　
一　
宮
番
事
　
（
中
略
）
　
一　
掃
除
事
　
（
中
略
）
　
一　
上
分
米
配
分
事
但
一
石
　
（
中
略
）
　
一　
彼
岸
料
配
分
事
二
季　
一
季
別
九
斗
五
升
　
（
中
略
）
　
一　
上
分
米
間
村
　
一　
御
供
所
次
第
事
　
元
旦
御
供
料
田
二
段
給
主
在
之
、　
粢
餅
田
一
段
付
于
一
勾
當
、
在
久
重
村
、
每
朔
粢
餅
三
枚
備
　
二
日
御
供
料
五
斗
六
升　
雜
掌
一
勾
當
官
幣
御
供
料
四
升
　
三
日
五
斗
六
升　
二
勾
當
同
御
供
料
四
升
　
七
日
五
斗
六
升　
三
勾
當
同
御
供
料
四
升
　
十
五
日
五
斗
六
升　
權
勾
當
同
御
供
料
四
升
⑤
十
七
日
歩
射
石
塔
五
斗
六
升　
御
供
所
撿
挍
　
三
月
節
供
五
斗
六
升　
　
　
　
一
勾
當　
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五
月
節
供
同　
　
　
　
　
　
　
二
勾
當
　
七
月
節
供
同　
　
　
　
　
　
　
一
勾
當
　
（
中
略
）
⑥
一　
歩
射
頭
事
有
徳
幷
村
五
位
著
之
、
　
但
官
料
二
石
一
斗
三
升
一
石
一
木
村
一
石
一
斗
三
升
田
脇
村
、
此
外
以
自
力
勤
之
、
　
御
供
料
五
斗
六
升
頭
人
下
行
　
座
席
殿
上　
廰　
公
文
座　
所
司　
修
理
所　
官
樂
所　
衆
儈
二
人
、
依
當
日
勤
、
但
舞
人
十
八
人
不
出
仕
、
　
響
膳　
酒
肴　
上
中
官
淸
酒　
下
官
酒
　
的　
寶
殿
行
道
三
迊　
八
女
聲
人
打
皷
鉦
皷
皆
供
奉
、
　
御
多
羅
枝
御
手
音
宣
命
一
命
婦　
的
負
一
勾
當
在
響
一
膳
・
酒
一
升
⑦
殿
上
奉
射
大
祝　
司
二
勾
當　
的
印　
火
長
　
的
場
行
道
三
匝　
奉
射
小
祝　
司
　
火
長
　
皮
幷
裏
薦
勾
當
四
人
役　
前
弓
庄
官　
後
弓
直
人
、
的
下
司
、
但
三
反
給
之
、
　
（
後
略
）
〔
史
料
四
〕
應
安
神
事
次
第
（
神
道
体
系
編
纂
会
編
一
九
七
九
：
二
九
七
―
三
二
一
頁
）
一
同
八
日　
巳
時　
御
加
冶
屋
事
「
本
地
講
在
ㇾ
之
。
樂
、
讀
誦
、
酒
肴
。
伊
王
丸
沙
汰
。」
（
中
略
）
一
同
日
惣
社
事
「
大
御
供
三
前　
小
神
供
三
十
六
前　
界
物
三
前
」
切
手
ハ
廰
座
ニ
參
テ
、
踏
哥
ノ
「
差
符
ヲ
書
ク
。」
歌
頭
神
官
十
二
人
權
官
舞
人
六
人「
左
三
人　
右
三
人
」　
神
官
的
ノ
射
手
左
三
人
右
三
人
（
中
略
）
十
五
日　
巳
時　
「
惣
社
踏
歌
」
事
内
陣
ノ
御
戶
ヲ
開
ク
事
一
日
ニ
同
。
政
所
御
供
「
如
ㇾ
例
。」
切
手
參
テ　
孔
大
寺
一
櫃
飯
ヲ
支
配
ス
。
堂
達
ハ
一
品
經
ノ
札
ヲ
持
參
。
⑧
白
杖
ハ
貫
首
ノ
役
、
的
ヲ
作
ル
事
ハ
禰
宜
役
也
。
的
ヲ
懸
ル
事
ハ
本
司
ノ
役
、
的
ノ
背
ノ
薦
「
二
枚
、」
左
ハ
塔
頭
ノ
役
、
右
ハ
本
司
ノ
役
也
。
的
ヲ
印
ル
事
者
占
部
禰
宜
「
ノ
役
也
。」
天
地
四
方
ヲ
印
ル
也
。
初
笑
ヲ
ハ
半
射
懸
テ
、
乙
笑
ヲ
ハ
射
ト
ヲ
ス
也
。
「
的
ノ
射
手
十
二
度
」
先
禰
宜
「
三
度
」
次
神
官
「
三
度
」
次
侍
「
三
度
」
次
貫
首
「
三
度
」
巳
上
十
二
度
也
。
（
中
略
）
十
六
日　
織
幡
宮
「
踏
歌
」
事
（
中
略
）
⑨
次
的
ノ
射
手
ハ
神
官
三
人
、
侍
三
人
。
的
ヲ
作
ル
事
ハ
、
御
廰
ノ
役
人
、
料
木
ハ
小
開
浦
ノ
役
、
懸
ル
事
ハ
預
ノ
役
也
。
十
七
日　
巳
時　
許
斐
踏
歌
事
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（
中
略
）
一
権
現
事
「
踏
歌
ハ
」
拝
殿
ニ
テ
ワ
ク
。
（
中
略
）
次
弓
庭
事
ラ
イ
シ
一
本
酒
タ
チ
ハ
ラ
一
⑩
的
作
事
ハ
神
主
役
也
。
射
手
ハ
神
官
三
度　
侍
三
度
右
正
月
御
神
事
次
第
大
略
如
ㇾ
例
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
傍
線
①
～
⑩
筆
者
注
。
一
部
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。
三
、
史
料
の
検
討
　
オ
ビ
シ
ャ
研
究
と
し
て
は
、
先
に
あ
げ
た
史
料
の
う
ち
、
史
料
三
は
先
行
研
究
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
『
鎌
倉
遺
文
』
に
は
オ
ビ
シ
ャ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
現
在
『
鎌
倉
遺
文
』
の
中
か
ら
（
史
料
一
）
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
八
六
三
〇
號
（
弘
長
元
年
）、
筑
前
飯
盛
社
元
三
次
第
注
文
一
〇
八
二
三
號
（
文
永
八
年
）、
筑
前
飯
盛
社
社
領
坪
付
一
〇
八
二
四
號
（
文
永
八
年
）、
但
馬
國
太
田
文
一
五
七
七
四
號
（
弘
安
八
年
）、
性
蓮
大
間
状
一
八
六
九
一
號
（
永
仁
二
年
）、（
史
料
二
）
若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
一
九
〇
一
四
號
（
永
仁
四
年
）、（
史
料
三
）
筑
後
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
一
九
二
三
八
號
（
永
仁
四
年
）
の
計
七
件
の
オ
ビ
シ
ャ
に
関
す
る
記
事
を
見
出
し
て
い
る
。
　
本
稿
で
は
そ
の
中
か
ら
、（
史
料
一
）
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
八
六
三
〇
號
と
、
最
も
オ
ビ
シ
ャ
に
関
す
る
記
述
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い
た
（
史
料
二
）
若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
一
九
〇
一
四
號
、（
史
料
三
）
筑
後
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
一
九
二
三
八
號
、さ
ら
に
（
史
料
四
）「
応
安
神
事
次
第
」
を
取
り
扱
う
。
　
ま
ず
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
オ
ビ
シ
ャ
神
事
の
広
が
り
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
七
件
の
史
料
か
ら
、日
向
（
宮
崎
県
）・
筑
前
（
福
岡
県
）・
但
馬
（
兵
庫
県
）・
若
狭
（
福
井
県
）・
筑
後
（
福
岡
県
）
に
相
当
す
る
、
西
日
本
の
記
録
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
東
日
本
の
記
述
は
な
く
、
西
日
本
に
多
く
行
わ
れ
た
神
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
　
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料
一
か
ら
史
料
四
の
検
討
を
行
う
。
〔
史
料
一
〕
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
『
鎌
倉
遺
文
　
古
文
書
編
第
十
二
巻
』　
八
六
三
〇
號
（
一
二
六
一
年
）
　
従
来
の
研
究
で
は
、
水
谷
が
、
寺
社
や
村
の
行
事
と
し
て
の
歩
射
の
早
い
事
例
は
、永
仁
四
年（
一
二
九
六
）の
史
料
三「
筑
後
国
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
」
と
し
て
い
る
（
水
谷
二
〇
一
七
：
五
一
）。
し
か
し
、
今
回
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
「
筑
前
飯
盛
社
元
三
次
第
注
文
」
筑
前
飯
盛
社
古
文
書
寫
に
は
、
正
月
十
日
に
ふ
し
ゃ
有
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
水
谷
の
事
例
よ
り
遡
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
歩
射
田
の
み
の
記
述
だ
と
、
史
料
一
の
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
の
「
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
」
日
向
奈
古
神
社
司
長
田
家
文
書（３）に
は
、「
一
〃
ふ
し
ゃ
田
三
反
」（
傍
線
部
①
）
と
記
さ
れ
て
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お
り
、
こ
の
記
述
が
歩
射
に
関
す
る
最
も
早
い
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
れ
に
加
え
て
、
傍
線
部
①
「
一
〃
ふ
し
ゃ
田
三
反
」
か
ら
、
大
宮
司
支
配
の
田
地
と
し
て
ふ
し
ゃ
田
三
反
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
歩
射
田
の
他
に
も
、
若
菜
田
や
二
月
田
、
三
月
三
日
田
、
五
月
田
、
御
祓
田
、
九
月
田
、
放
生
会
田
な
ど
が
み
え
、
神
事
・
祭
祀
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
　
　〔史
料
二
〕
若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
『
鎌
倉
遺
文
　
古
文
書
編
第
二
十
五
巻
』
一
九
〇
一
四
號
（
一
二
九
六
年
）
　
史
料
二
は
、
若
狹
倉
見
莊
檢
田
目
録
で
あ
る
。
　
倉
見
荘
と
は
、三
方
郡
の
三
方
湖
に
注
ぐ
鰣
川
の
中
・
上
流
部
周
辺
に
広
が
っ
た
荘
園
で
あ
る
。
荘
園
と
し
て
の
成
立
は
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
頃
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
領
家
は
京
都
に
あ
る
新
日
吉
社
で
あ
っ
た
。
倉
見
荘
は
、
若
狭
の
有
力
在
庁
官
人
稲
庭
時
定
の
没
収
所
領
を
受
け
継
い
だ
若
狭
忠
季
が
地
頭
職
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
地
の
地
頭
は
、
忠
季
の
あ
と
誰
に
替
わ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
く
、
鎌
倉
末
期
に
は
守
護
得
宗
領
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
東
国
出
身
の
御
家
人
が
実
質
的
に
在
地
の
管
理
に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
荘
園
で
あ
る
（
福
井
県
編
一
九
九
四
：
四
一
〇
―
四
一
二
）。
　
ま
ず
、
傍
線
部
②
「
三
社
歩
射
田
一
反
」、
傍
線
部
③
「
若
王
寺
二
百
五
十
二
歩
歩
謝
田
」、
傍
線
部
④
「
与
永
明
神
一
反
歩
謝
田
」
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
歩
射
、
つ
ま
り
オ
ビ
シ
ャ
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
次
に
、
傍
線
部
②
「
三
社
歩
射
田
一
反
」、
傍
線
部
③
「
若
王
寺
二
百
五
十
二
歩
歩
謝
田
」、
傍
線
部
④
「
与
永
明
神
一
反
歩
謝
田
」
に
歩
射
田
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
当
時
、
オ
ビ
シ
ャ
の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
の
田
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
　
傍
線
部
③
「
若
王
寺
二
百
五
十
二
歩
歩
謝
田
」
の
若
王
寺
と
は
、
こ
の
記
述
の
み
で
は
寺
院
か
ど
う
か
は
判
別
で
き
な
い
。
し
か
し
、
若
王
寺
が
寺
院
で
あ
る
と
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
す
で
に
寺
院
で
も
オ
ビ
シ
ャ
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
世
の
記
録
に
な
る
が
、
同
じ
若
狭
の
「
羽
賀
年
中
行
事
」
に
「
一
、十
一
日
、歩
射
、米
五
升
御
供
、此
内
両
承
仕
出
米
ニ
な
る
へ
し
、
酒
二
升
・
神
酒
三
升
、
的
お
り
、
黒
米
壱
升
弦
か
け
、
同
酒
一
升
お
ろ
す
へ
し
、」
と
あ
り
、
オ
ビ
シ
ャ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
若
王
寺
が
寺
院
で
あ
る
と
す
る
と
、
若
王
寺
の
オ
ビ
シ
ャ
は
寺
院
の
オ
ビ
シ
ャ
と
し
て
最
古
の
例
と
な
る
。
　〔
史
料
三
〕
筑
後
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
『
鎌
倉
遺
文
　
古
文
書
編
第
二
十
五
巻
』
一
九
二
三
八
號
（
一
二
九
六
年
）
　
史
料
三
か
ら
は
、
傍
線
部
⑤
「
十
七
日
歩
射
石
塔
五
斗
六
升
」
に
十
七
日
歩
射
石
塔
五
斗
六
升
と
あ
り
、
歩
射
と
石
塔
を
同
じ
日
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
年
頭
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
石
塔
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
　
傍
線
部
⑥
「
歩
射
頭
事
有
徳
幷
村
五
位
著
之
、」
の
歩
射
頭
事
と
は
、
頭
役
あ
る
い
は
頭
人
を
指
す
。
頭
役
と
は
、
祭
祀
の
当
番
役
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
傍
線
部
⑥
「
有
徳
幷
村
五
位
著
之
」
と
あ
り
、
富
裕
な
人
や
村
五
位
が
こ
の
役
― 39 ―
を
担
っ
た
。
村
五
位
は
、
村
落
身
分
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
御
供
料
五
斗
六
升
頭
人
下
行
」
と
は
、
御
供
料
と
し
て
五
斗
六
升
が
頭
人
に
下
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
次
い
で
、
傍
線
部
⑦
「
殿
上
奉
射
大
祝　
司
二
勾
當　
的
印　
火
長
的
場
行
道
三
匝　
奉
射
小
祝　
司
　
火
長　
皮
幷
裏
薦
勾
當
四
人
役　
前
弓
庄
官　
後
弓
直
人
、
的
下
司
、
但
三
反
給
之
、」
の
殿
上
奉
射
の
記
述
は
、
他
の
記
録
に
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
珍
し
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
殿
上
で
奉
射
を
行
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
殿
上
か
ら
奉
射
を
し
た
の
か
が
、
こ
の
一
文
だ
け
で
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
⑦
の
前
文
に
「
御
多
羅
枝
御
手
音
宣
命
一
命
婦　
的
負
一
勾
當
在
響
一
膳
・
酒
一
升
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
宣
命
と
一
命
婦
が
、
御
多
羅
枝
つ
ま
り
弓
の
手
音
を
務
め
た
こ
と
を
指
す
。
的
負
は
勾
當
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
　
傍
線
部
⑥
「
歩
射
頭
事
有
徳
幷
村
五
位
著
之
、」
と
⑦
「
殿
上
奉
射
大
祝　
司
二
勾
當　
的
印　
火
長
的
場
行
道
三
匝　
奉
射
小
祝　
司
　
火
長
皮
幷
裏
薦
勾
當
四
人
役　
前
弓
庄
官　
後
弓
直
人
、
的
下
司
、
但
三
反
給
之
、」
を
み
る
と
、
歩
射
と
奉
射
の
書
き
分
け
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
歩
射
も
奉
射
も
、
祭
祀
の
行
わ
れ
方
が
異
な
る
だ
け
で
、
ど
ち
ら
も
神
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
来
は
神
事
の
内
容
に
よ
っ
て
歩
射
と
奉
射
の
書
き
分
け
が
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
こ
か
で
こ
れ
ら
の
書
き
分
け
が
混
同
し
、
文
献
の
中
で
歩
射
と
書
か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
奉
射
、
奉
射
と
書
か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
歩
射
と
書
か
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、
二
木
が
、『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
（
一
九
八
五
）
に
お
い
て
、
室
町
幕
府
の
的
始
を
中
心
に
、
正
月
と
的
の
問
題
を
述
べ
た
。
そ
の
中
で
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
射
礼
は
鎌
倉
期
に
は
絶
え
る
が
、
弓
を
射
る
と
い
う
武
家
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
社
会
の
な
か
で
は
そ
の
後
も
発
達
を
み
た
と
述
べ
て
い
る
（
二
木
一
九
八
五
：
五
六
）。
二
木
は
、
こ
の
論
を
述
べ
た
際
の
根
拠
史
料
が
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
し
た
『
鎌
倉
遺
文
』
に
鎌
倉
時
代
に
オ
ビ
シ
ャ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
二
木
の
論
の
新
た
な
根
拠
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
で
は
、
歩
射
と
奉
射
は
神
事
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
〔
史
料
四
〕
應
安
神
事
次
第
（
神
道
体
系
編
纂
会
編
一
九
七
九
：
二
九
七
―
三
二
一
）
　
南
北
朝
時
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
本
史
料
か
ら
は
射
手
に
侍
が
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
既
に
侍
が
オ
ビ
シ
ャ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
　
「
応
安
神
事
次
第
」
と
は
宗
像
社
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
三
月
、
祝
詞
禰
宜
致
広
の
注
進
し
た
当
社
年
中
行
事
目
録
と
、
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
三
月
、
大
宮
司
氏
俊
・
同
氏
郷
が
遺
漏
若
干
項
を
追
記
し
た
注
文
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
致
広
が
従
前
の
記
録
を
参
照
し
、
現
行
神
事
を
、
正
月
一
日
以
下
月
日
を
お
っ
て
掲
げ
、
神
饌
・
所
役
・
式
次
第
等
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
神
道
体
系
編
纂
会
編
一
九
七
九
：
二
〇
）。
ま
た
、
本
書
は
傳
本
が
六
種
類
存
在
し（４）、
そ
の
外
題
及
び
内
題
は
區
々
で
あ
る
が
、
内
― 40 ―
て
作
ら
れ
、
射
手
は
神
官
と
侍
で
あ
る
。　
　
十
五
日
は
、
一
人
三
度
ず
つ
、
計
十
二
度
射
ら
れ
て
い
る
。
十
二
度
射
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
在
の
事
例
に
も
残
っ
て
お
り
、
千
葉
県
安
房
郡
三
芳
村
増
間
、
日
枝
神
社
の
的
射
神
事
で
は
、
十
二
本
全
て
中
れ
ば
大
豊
作
、
十
一
本
で
豊
作
、
十
本
は
平
年
作
、
九
本
は
九
割
作
…
と
さ
れ
て
い
る
（
高
橋
編
一
九
九
二
：
一
二
〇
）。
な
ぜ
十
二
射
す
る
の
か
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
か
ら
十
二
と
い
う
回
数
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
　
傍
線
部
⑧
「
次
侍
「
三
度
」
か
ら
、
射
手
の
侍
が
武
士
か
判
断
で
き
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
オ
ビ
シ
ャ
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
同
様
に
傍
線
部
⑧
の
初
笑
と
乙
笑
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
矢
と
乙
矢
が
正
し
い
表
記
で
あ
り
、「
笑
」
と
い
う
漢
字
は
誤
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、傍
線
部
⑧
「
左
ハ
塔
頭
ノ
役
」
の
記
述
は
、『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
本
』
に
お
い
て
は
「
左
ハ
塔
預
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
傍
線
部
⑨
「
次
的
ノ
射
手
ハ
神
官
三
人
、
侍
三
人
。
的
ヲ
作
ル
事
ハ
、
御
廰
ノ
役
人
、
料
木
ハ
小
開
浦
ノ
役
、
懸
ル
事
ハ
預
ノ
役
也
。」
か
ら
、
次
的
ノ
射
手
ハ
神
官
三
人
、
侍
三
人
と
あ
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
弓
道
で
は
、
三
人
立
と
い
う
大おお
前まえ
、
中なか
、
落お
ち
の
三
人
で
編
成
さ
れ
る
様
式
が
存
在
す
る
。
神
官
三
人
、
侍
三
人
で
行
う
と
の
記
述
か
ら
、
既
に
当
時
三
人
立
の
様
式
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
が
生
じ
た
。
　
よ
っ
て
、
史
料
四
「
応
安
神
事
次
第
」
は
南
北
朝
時
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
オ
ビ
シ
ャ
に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
容
は
い
ず
れ
も
祝
詞
禰
宜
致
広
の
注
進
に
か
か
る
當
社
年
中
行
事
の
目
録
を
根
幹
と
し
て
い
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
一
九
六
六
：
四
一
）。
さ
ら
に
、
『
日
本
祭
礼
行
事
集
成　
第
七
巻
』（
以
下
『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
本
』
と
記
す
）
の
応
安
神
事
次
第
は
甲
本
、『
神
道
体
系
本
』
の
応
安
神
事
次
第
は
癸
本
の
も
の
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
史
料
四
「
応
安
神
事
次
第
」
は
、
正
月
の
神
事
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
、
踏
歌
神
事
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
な
る
が
、
本
社
以
外
の
末
社
あ
る
い
は
摂
社
で
行
わ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。「
応
安
神
事
次
第
」
に
先
立
つ
「
正
平
二
十
三
年
宗
像
宮
年
中
行
事
」『
神
道
体
系
本
』
に
は
、
末
社
で
歩
射
が
行
わ
れ
て
い
た
。
池
田
若
宮
明
神
や
山
田
鄕
若
宮
明
神
、
本
末
社
若
宮
明
神
二
社
内
、
伊
摩
社
大
明
神
、
室
貴
社
、
宮
田
社
に
正
月
歩
射
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
（
神
道
体
系
編
纂
会
編
一
九
七
九:
二
九
六
―
三
一
三
）。
　
史
料
四
か
ら
、
一
月
八
日
に
的
の
射
手
が
右
三
人
左
三
人
と
差
符
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
十
五
日
十
六
日
十
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
的
を
作
り
、
神
官
や
侍
、
貫
首
、
御
廰
の
役
人
が
射
手
を
し
て
い
る
。
　
十
五
日
惣
社
で
は
、
禰
宜
が
的
を
作
り
、
的
を
懸
け
る
こ
と
は
本
司
、
的
の
背
の
薦
は
左
を
塔
頭
。
右
を　
本
司
が
つ
け
る
。
占
部
禰
宜
が
的
に
印
を
つ
け
、
天
地
四
方
に
も
印
を
つ
け
た
。
そ
し
て
、
禰
宜
・
神
官
・
侍
・
貫
首
に
よ
っ
て
射
ら
れ
た
。
十
六
日
織
幡
宮
で
は
、
神
官
三
人
と
侍
三
人
に
よ
っ
て
矢
が
射
ら
れ
た
。
的
は
御
廰
の
役
人
が
作
り
、
材
料
の
木
材
は
小
開
浦
の
役
。
懸
け
る
こ
と
は
預
の
役
と
分
担
さ
れ
て
い
る
。
十
七
日
許
斐
宮
で
は
、
的
は
神
主
に
よ
っ
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四
、
結
語
　
以
上
か
ら
、主
に
『
鎌
倉
遺
文
』
の
オ
ビ
シ
ャ
史
料
を
中
心
に
、検
討
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
鎌
倉
遺
文
』
の
中
か
ら
神
事
の
内
容
が
わ
か
る
も
の
と
、
歩
射
の
記
述
が
早
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し
た
。
　
史
料
一
か
ら
は
、
水
谷
が
述
べ
る
、
寺
社
や
村
の
行
事
と
し
て
の
歩
射
の
早
い
事
例
を
「
筑
後
国
玉
垂
宮
大
善
寺
神
事
注
文
」
か
ら
「
筑
前
飯
盛
社
元
三
次
第
注
文
」
筑
前
飯
盛
社
古
文
書
寫
に
遡
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
歩
射
田
の
み
の
記
述
だ
と
、「
日
向
奈
古
神
社
領
目
錄
寫
」
日
向
奈
古
神
社
司
長
田
家
文
書
が
最
も
早
い
記
述
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
　
史
料
二
で
は
、傍
線
部
③
「
若
王
寺
二
百
五
十
二
歩
歩
謝
田
」
の
記
述
か
ら
、
若
王
寺
が
寺
院
で
あ
れ
ば
、
寺
院
の
オ
ビ
シ
ャ
と
し
て
最
古
の
例
と
な
り
う
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
　
史
料
三
に
お
い
て
は
、
傍
線
部
⑤
「
十
七
日
歩
射
石
塔
五
斗
六
升
」
に
十
七
日
歩
射
石
塔
五
斗
六
升
と
あ
り
、
歩
射
と
石
塔
を
同
じ
日
に
行
っ
て
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
年
頭
に
行
わ
れ
る
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、先
に
掲
載
し
た
『
鎌
倉
遺
文
』
及
び
、
そ
れ
以
外
の
『
鎌
倉
遺
文
』
の
記
述
や
、『
神
道
体
系
本
』
な
ど
の
記
述
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
オ
ビ
シ
ャ
は
既
に
神
事
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
二
木
の
見
解
に
新
た
な
根
拠
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
史
料
四
か
ら
は
、
初
笑
・
乙
笑
は
、
初
矢
・
乙
矢
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
的
を
十
二
度
射
る
こ
と
は
現
在
の
千
葉
県
安
房
郡
日
枝
神
社
に
も
残
る
事
例
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
、
十
二
と
い
う
回
数
が
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
　
本
稿
で
は
、
オ
ビ
シ
ャ
の
歴
史
に
関
す
る
一
考
察
の
み
で
、
全
体
の
流
れ
や
、
そ
の
的
に
関
し
て
の
考
察
は
行
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、今
後
は
、オ
ビ
シ
ャ
の
的
に
関
す
る
検
討
や
、
歴
史
の
流
れ
、
分
布
を
明
確
化
で
き
る
よ
う
に
、
調
査
・
検
討
を
行
い
、
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。
〔
付
記
〕
　
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
史
料
提
供
及
び
御
指
導
頂
き
ま
し
た
渡
辺
伸
夫
先
生
、
ま
た
多
く
の
御
助
言
や
御
指
導
頂
き
ま
し
た
大
谷
津
早
苗
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
〔
註
〕
（
１
）
関
東
地
方
で
は
オ
ビ
シ
ャ
、
西
日
本
で
は
百
手
神
事
・
弓
祈
祷
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
オ
ビ
シ
ャ
は
文
献
で
は
、
御
歩
射
・
御
奉
射
・
御
備
射
・
武
射
・
舞
射
・
奉
社
・
奉
謝
・
毘
社
・
産
社
な
ど
と
書
か
れ
る
（
萩
原
一
九
九
九
：
二
七
九
）（
水
谷
二
〇
一
八
：
九
）。
こ
の
よ
う
な
オ
ビ
シ
ャ
の
文
字
表
現
の
多
様
性
は
、
オ
ビ
シ
ャ
が
多
様
な
地
域
性
と
歴
史
性
を
帯
び
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
証
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
水
谷
二
〇
一
八
：
十
）。
オ
ビ
シ
ャ
は
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
関
東
地
方
の
利
根
川
沿
岸
一
帯
に
濃
密
に
分
布
す
る
。
（
２
）
オ
ビ
シ
ャ
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
本
来
オ
ビ
シ
ャ
は
歩
射
で
あ
り
、
武
士
的
な
流
鏑
馬
よ
り
も
歩
射
の
方
が
一
段
と
古
い
庶
民
の
行
事
で
あ
っ
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た
と
い
う
説
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
（
水
谷
二
〇
一
八
：
十
）。
弓
で
的
を
射
る
弓
射
の
儀
礼
ま
た
は
競
技
・
娯
楽
は
一
年
中
行
わ
れ
る
が
、
正
月
や
小
正
月
、
年
の
初
め
を
意
識
し
た
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
正
月
の
弓
射
儀
礼
は
、
こ
の
行
事
が
も
と
も
と
宮
中
で
の
行
事
と
し
て
七
世
紀
以
降
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
水
谷
二
〇
一
八
：
十
―
十
一
）。
（
３
）
宮
崎
市
南
方
町
御
供
田
所
在
の
旧
称
奈
古
八
幡
宮
関
係
文
書
で
あ
る
。
同
宮
は
中
世
宇
佐
八
幡
宮
領
宮
崎
庄
鎮
座
の
神
社
で
、
そ
の
由
緒
に
つ
い
て
は
宮
崎
県
古
文
書
「
村
社
奈
古
神
社
御
由
緒
調
査
書
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
近
世
中
期
ま
で
の
文
書
の
写
が
収
載
さ
れ
、
古
記
に
み
え
る
神
庫
旧
蔵
の
古
文
書
写
に
つ
い
て
も
七
九
点
収
録
し
て
い
る
。
後
代
の
写
本
の
た
め
正
確
を
期
し
が
た
い
が
、
そ
の
う
ち
十
七
点
は
別
に
付
載
の
古
文
書
写
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
（
宮
崎
県
編
一
九
九
〇:
七
）。
（
４
）
六
種
類
の
う
ち
の
五
種
類
ま
で
は
、
宗
像
辰
美
氏
が
所
蔵
す
る
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
一
九
六
六
：
四
一
）。
〔
引
用
文
献
〕
斉
藤
直
芳
（
二
〇
一
二
）「
宗
教
と
弓
道
」
小
山
高
茂
・
斉
藤
直
芳
・
村
上
久
・
石
岡
久
夫
編
『
現
代
弓
道
講
座　
復
刻
版
〈
全
七
巻
〉　
第
六
巻　
弓
道
文
化
編
』
雄
山
閣
、pp,
一
二
八
―
一
五
七　
所
収
桜
井
徳
太
郎
（
一
九
七
〇
）『
日
本
民
間
信
仰
論　
増
補
版
』
弘
文
堂
新
宿
区
民
俗
調
査
会
調
査
（
一
九
九
二
）『
新
宿
区
の
民
俗　
（
一
）
民
俗
芸
能
編
』
新
宿
歴
史
博
物
館
神
道
体
系
編
纂
会
編
（
一
九
七
九
）『
神
道
体
系　
神
社
編
四
十
九　
宗
像
』
神
道
体
系
編
纂
会
高
橋
秀
雄
・
渡
辺
良
正
編
（
一
九
九
二
）『
祭
礼
行
事
・
千
葉
県
』
桜
楓
社
竹
内
理
三
編
（
一
九
七
七
）『
鎌
倉
遺
文　
古
文
書
編
第
十
二
巻
』
東
京
堂
出
版
竹
内
理
三
編
（
一
九
八
三
）『
鎌
倉
遺
文　
古
文
書
編
第
二
十
五
巻
』
東
京
堂
出
版
中
澤
克
昭
（
二
〇
〇
四
）「
村
の
武
力
と
そ
の
再
生
産
」『【
も
の
】
か
ら
見
る
日
本
史　
戦
争
Ⅰ　
中
世
戦
争
論
の
現
在
』
青
木
書
店
、pp,
七
三
―
九
五
　
所
収
二
木
謙
一
（
一
九
八
五
）『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
萩
原
法
子
「
オ
ビ
シ
ャ
」
福
田
ア
ジ
オ
・
新
谷
尚
紀
・
湯
川
洋
司
・
神
田
よ
り
子
・
中
込
睦
子
・
渡
邊
欣
雄
編
（
一
九
九
九
）『
日
本
民
俗
大
辞
典　
上
』
吉
川
弘
文
館
原
田
敏
明
監
修
、
日
本
祭
礼
行
事
集
成
刊
行
会
編
（
一
九
八
二
）『
日
本
祭
礼
行
事
集
成　
通
巻
第
七
巻
』
日
本
祭
礼
行
事
集
成
刊
行
会
福
井
県
編
（
一
九
九
四
）『
福
井
県
史　
通
史
編
二　
中
世
』
福
井
県
水
谷
類
（
二
〇
一
八
）「
村
の
祭
り
研
究
の
新
し
い
地
平
」
水
谷
類
・
渡
辺
圭
一
編
『
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
世
界　
関
東
の
村
の
祭
り
と
記
録
』
岩
田
書
院
、
pp,
九
―
二
八　
所
収
― 43 ―
水
谷
類
（
二
〇
一
八
）「
オ
ビ
シ
ャ
と
近
世
の
村
」
水
谷
類
・
渡
辺
圭
一
編
『
オ
ビ
シ
ャ
文
書
の
世
界　
関
東
の
村
の
祭
り
と
記
録
』
岩
田
書
院
、pp,29
―
76　
所
収
宮
崎
県
編
（
一
九
九
〇
）『
宮
崎
県
史　
史
料
編　
中
世
』
宮
崎
県
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
（
一
九
六
〇
）『
宗
像
神
社
史　
下
』
宗
像
神
社
復
興
期
成
